


  

 

人の絆 地域のつながり 

 ともに支え合う 

『共生福祉社会』をめざして 

 

 

 

急速な少子高齢化・人口減少社会の進展に加え、新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、わ

が国の社会構造を大きく変革し、家族や地域、社会のあり方に大きな影響を与えています。 

こうしたことを背景として、地域・家庭・職場といった生活のさまざまな場において、人と人

とのつながりや支え合いの基盤は弱まり、複雑・複合化した生活課題への対応が困難となってい

ます。また、誰にも相談できず、適切な支援に結びつかないことなどにより、問題が深刻化する

ケースが増えています。 

この度、本市ではこのような社会情勢を踏まえ、令和３年度からの８年間を計画期間とする「伊

丹市地域福祉計画（第３次）」を策定しました。 

 今回の計画では、これまでの制度・分野ごとの「縦割り」や「支える側」「支えられる側」と

いった関係性を超えて、地域のつながりを再構築し、課題解決力を強化する包括的支援体制の整

備に向けた具体的な取り組みを盛り込んでいます。 

人と人とのつながりを主軸として、困った時に助け合う顔の見える関係づくり、お互いを認め

合い、支え合うことが可能なまちづくりを通じて、引き続き、すべての市民が「つながり」を大

切にしながら、住み慣れた地域の中で、安心して自分らしく暮らしていける「共生福祉社会」の

実現をめざします。 

最後になりましたが、本計画の策定にご協力いただきました皆さまへ、厚くお礼申し上げます。 

 

 

令和３年（2021年）３月   

                               伊丹市長  藤 原  保 幸   



  

          
■地域福祉計画策定の原則 
地域福祉計画（第３次）策定にあたっては、次のような原則を基本として策定しています。  

１ 市民主体の原則 －地域福祉をつくっていく主体は市民自身です－ 
地域福祉という概念や実践には「完成された状態」はなく、地域の実態に合わせて、常につくり

続けていくものです。 

この地域福祉を創造していく主体は、当事者も含めた市民自身です。用意された舞台に市民が参加

するというよりも、舞台そのものを市民がつくり出すという意味で、市民参加の概念も含んでおり、

市民自治の確立をめざした「市民主体の原則」のもとに地域福祉計画を策定しています。 
 

２ 当事者主体の原則 －地域福祉は当事者の立場からつくっていくものです－ 
地域福祉はサービスを提供する専門職の、あるいは活動する市民の主導のもとに当事者が置かれ

るのではなく、当事者の主導でサービスや活動を利用していくものです。こうした「当事者主体の

原則」のもとに地域福祉計画を策定しています。 

これは当事者の選択権や自己決定権、あるいは消費者としての主体的な権利の行使が可能となる

ような仕組みの構築をめざしていくことを意味します。権利擁護の仕組みづくりもこうした原則を

ベースに構築していく必要があります。  
３ ネットワーク化と協議・協働の原則 －地域福祉をつくり推進していくのは 

多様な主体間の協働です－ 
地域におけるさまざまな社会資源や市民による諸活動、あるいは機関や事業者、ＮＰＯ法人だけで

なく、行政のセクショナリズムを超えてネットワーク化を図ることで、より効果的・効率的な地域福

祉の構築をめざす必要があります。 

ネットワーク化を進めることは、地域福祉を推進していくにあたって、市民と行政をはじめとす

るさまざまな主体がパートナーシップを構築し、協議・協働して取り組んでいくことです。 

こうした「ネットワーク化と協議・協働の原則」のもとに地域福祉計画を策定しています。  
４ 地域生活の原則 －地域福祉の舞台はあくまでも「地域」です－ 

地域生活は生活上のさまざまな課題が発生する場であると同時に、そうした課題の緩和・解決を

図っていく場でもあります。 

市民が地域社会の中で、お互いに支え合いながら、いきいきと自立・自律した生活を営めること

をめざす必要があります。市民が生活課題の解決のために必要なサービスや活動を利用したり、社

会資源や活動をつくり出したりする舞台は、あくまでも地域です。 

こうした「地域生活の原則」のもとに地域福祉計画を策定しています。 
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